
は　じ　め　に

　情報化社会の進化に伴い，情報技術や情報スキル，情報リテラシを必要とする状況に置かれ

13
広島女学院大学論集　第 63 集
Bulletin of Hiroshima Jogakuin University 63: 13 － 21,　Feb. 2016

「博物館情報メディア論」におけるグループ学習と 
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Abstract

With growth of an information-oriented society, information technology, information skill, and infor-
mation literacy are becoming more and more important for society.　In view of these circumstances, 
Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology establishes such subjects as informa-
tion technology, information skill, and information literacy under the teaching guidelines.　In accor-
dance with the guidelines Hiroshima Jogakuin University set up the class named ‘Museum 
Information and Media Theory’ in the fiscal year ２０１２.　I gave lessons like group learning and 
flipped learning to the students who attended the class ‘Museum Information and Media Theory’.　
On the same time I incorporated SNS into my lessons.　After my class was finished, I made an 
examination of my class to make sure whether my lessons were effective.　From my examination I 
came to the conclusion that a good use of SNS is very significant in acquiring knowledge with my 
students.　Some of the students told me that notes written in was useful for reviewing my lessons.　
My examination suggests that group learning as well as flipped learning is very essential for my stu-
dents in light of their results.
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ることが増加している。そのため，文部科学省では様々な資格・課程の指導内容に情報技術や

情報スキル，情報リテラシを含めた科目を設定している。特に学芸員では，「情報化の進展や

ニーズの多様化とともに，特に新たな公共を担う拠点として博物館には教育サービスの充実が

求められている。こうした社会の要請にこたえるためにも，博物館の規模に応じて適切な人数

の学芸員が配置されるよう体制面の整備が必要である。また，学芸員あるいは博物館同士が組

織や地域の枠を越えて互いに連携協力していくことにより教育サービスが向上することが考え

られる。このような連携・協力を具体的に実現できる技能はこれからの学芸員の要となる能力

である。これからの学芸員には専門分野に関する幅広い知識のみならず，教育能力やコミュニ

ケーション能力，経営能力がますます重要な資質・能力となっている。」（新しい時代の博物館

制度の在り方について平成１９年６月　これからの博物館の在り方に関する検討協力者会議報告

書より）この能力を養うように示されている。さらに，博物館の新たな望ましい基準に求める

具体的内容として最初の項目に『博物館法改正を踏まえて新たに盛り込むべき内容及び留意点

等の中に「博物館資料に，電磁的記録も含まれることを新たに規定（博物館法第２条関係）」

され，これまでの博物館は，標本，模型，文献等の資料が中心であったが，情報技術の進展に

より，デジタル写真・映像や，ハイビジョン映像等資料の記録媒体が多様化していることを反

映する必要がある。』（博物館の設置及び運営上の望ましい基準の見直しについて「これからの

博物館の在り方に関する検討協力者会議」報告書　平成２２年３月）とされている。また，展示

においては「効果的な照明や音声，画像を含めた情報機器の活用等を含めた展示方法の工夫に

より，その効果を上げることを明記する。」とされている。「事業の内容，資料等についてイン

ターネットその他の高度情報通信ネットワークの活用等の方法により，情報の提供を行うこと。」

とも示されている（公立博物館の設置及び運営上の望ましい基準平成１５年６月６日文部科学省

告示第１１３号（情報の提供等）第六条　一）。その結果として，平成２４年度より数科目が新設さ

れている中に「博物館情報・メディア論」がある。

　学芸員養成課程に新設された必修科目「博物館情報・メディア論」は，「博物館における情

報の意義と活用方法及び情報発信の課題等について理解し，博物館の情報の提供と活用等に関

する基礎的能力を養う。」ことを目的として開講されている科目である（平成２３年司書・学芸

員の養成課程の設置等について）。学習内容は「博物館における情報・メディアの意義」「博物

館情報・メディアの理論」「博物館における情報発信」「博物館と知的財産」と示されている。

具体的内容には，表１のような内容が提示されている（博物館の設置及び運営上の望ましい基

準の見直しについて「これからの博物館の在り方に関する検討協力者会議」報告書　平成２２年

３月）。これらを学習する際，教科書を用いて理論による学習も必要であるが，同時に国内の

現状を知り，分析して理解・改善案などを検討することも必要であると考えた。特に，情報関

中田美喜子14



連機器や方法に慣れるために，実際に自分で利用し，評価・分析を行う内容を学習に含めるこ

ととした。実際，履修学生のほとんどが「コンピュータは苦手」と回答する学生であった。

　そこで，本研究では「博物館情報・メディア論」の講義においてグループ学習・反転学習を

取り入れ，また SNS（Social Networking Service：以後 SNSとする）を利用した講義を実施し

た。グループ学習における題材は，博物館等の Webページの分析を行った。反転学習は，コ

ンピュータによるビデオ視聴・インターネットアクセスなどの操作に慣れることと，講義の補

助教材としてビデオ教材（教員の講義を録画したビデオ教材）を視聴して，講義を進めていく

必要があったため実施した。さらに SNS利用の目的は，情報関連システムに慣れることおよ

び，実際にこれらを利用して体験することで，科目理解の補助になることを期待して実施した。

学習後，効果があったか否か調査・検討を行ったので報告する。

手　　続　　き

　対象：「博物館情報・メディア論」の講義を受講している３７名（２０１２，２０１３年度入学学生，女
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表１　「博物館情報・メディア論」科目のねらいと内容一覧

博物館における情報の意義と活用方法及び情報発信の課題等について理解し，
博物館の情報の提供と活用等に関する基礎的能力を養う。

科目の
ねらい

情報の意義（視聴覚メディアの理論と歴史を含む）

博物館における
情報メディアの意義

内　容

メディアとしての博物館（視聴覚メディアの発展と博物館）

ICT社会の中の博物館（情報資源の双方向活用と役割，情報倫理，
学校図書館研究機関の情報化等）

情報教育の意義と重要性

博物館活動の情報化（沿革，調査研究活動，展示教育活動等）

博物館情報メディアの
理論

資料のドキュメンテーションとデータベース化

デジタルアーカイブの現状と課題

映像理論，博物館メディアの役割と学習活用

情報管理と情報公開

博物館における情報発信 情報機器の活用（情報端末，新たなメディア経験等）

インターネットの活用

知的財産権（著作権等）

博物館と知的財産 個人情報（肖像権等）

権利処理の方法



性３７名，平均年齢２０歳）

　方法：講義を受講している学生を，本学専用

SNS（Open Pineにより構築，２００９年度「大学

教育・学生支援推進事業」（学生支援推進プログ

ラム）「新しいコミュニケーションを利用した

女子大生の就職支援」により設置）に登録を

行った（図１）。SNS内に，講義のコミュニ

ティーを開設し毎講義後，担当教員が作成した

講義日のスレッド（SNSなどのトピック書き込

み項目）に，講義の感想や質問を書き込むこと

を課した。最終日には試験と講義アンケートを行った。アンケート内容は，講義に関する項目

として９項目を，SNSに関する項目では操作性，利用頻度，予習・復習に役立つかなど７項目，

全１９項目のアンケートを行った。

　講義の内容を一覧表に示した（表２）。提示した個人への課題は「Web評価」と「企画展示

のレポート」の２点であった。

　１つ目の課題「Web評価」は，中四国地方の博物館・美術館・植物園・動物園の中から自分

で選択した場所の Webページを評価する課題であった（図２）。重なることの無いように，先

着順で Webから自分の評価する場所と Webページのアドレス（URL）を登録させた。Webに

よる情報発信について比較して，何が足りないか改善できる部分があるかなど，東京国立博物

館などと比較して意見と感想をレポートで提出を行わせた。グループ課題は，「Web評価」を

グループで持ち寄って，その中の１か所について「現状分析」，「改善案作成」，「口頭発表」を

行わせるものであった。

　グループは，学年・学生番号などが遠くなるように４名ごとのグループとした。時間外で打

ち合わせ，プレゼンを作成して，講義時間内では，プレゼン作成の一部と口頭発表を実施した。

口頭発表は録画を行い，各自ほかのグループのプレゼン評価をWeb上から入力した（図３）。グ

ループ発表の評価点は，この得点を平均したものとした。

　２つ目の課題「企画展示のレポート」では，広島市内の美術館３か所（広島県立美術館，ひ

ろしま美術館，広島市現代美術館）から選択して，期間中に開催されている企画展示を鑑賞・

見学してレポート作成を行った。企画展示における「実物資料」，「視聴覚メディア」，「聴覚メ

ディア」，「複合メディア」などこれらメディアの資料・展示にどのような工夫があるかなどを

レポートにまとめて提出させた。

　また，講義内容が多くなる７回目，９回目の講義においては，「反転学習」を行った。教員
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図１　本学専用 SNSの表画面
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表２　「博物館情報・メディア論」講義内容

講 義 の 概 要日　付回数講 義 の 概 要日　付回数

美術館のデータベースや博物館内
にある専門書図書館など利用者に
配慮した工夫に関する内容。

６月９日９博物館情報メディア論で学習する
こと４月７日１

利用者を対象とした端末機器など
のデジタルコンテンツの利用に関
する内容。

６月１６日１０博物館とメディアの発展４月１４日２

Googleストリートビューや SNS
などを活用した宣伝広告の方法に
関する内容。

６月２３日１１資料の収集・保管・展示・情報化
など博物館の変化に関する内容。４月２１日３

美術館・博物館の Webページに
ついての改善案をグループでまと
めるという内容。

６月３０日１２音声ガイドの種類や作り方，使用
する意義などに関する内容。４月２８日４

著作権に関する内容。７月７日１３実物展示や体験型展示など展示手
法に関する内容。５月１２日５

3Dシアターなど映像展示を効果
的に活用することに関する内容。７月１４日１４データベース化などの資料の管理

方法に関する内容。５月１９日６

まとめ７月２１日１５3Dプリンタなどの情報機器の活用
例に関する内容。５月２６日７

アバターやレプリカを博物館展示
に活かすための工夫に関する内容。６月２日８

広島市の美術館で開催されている
企画展を見学して，情報メディア
を利用した展示についてまとめて
レポート

美術館
課題

中四国の博物館・美術館・植物公
園・動物園の Webを評価してレ
ポート

Web評価 
課題

図２　Web評価課題の説明 図３　グループ発表評価画面



の講義ビデオをインターネット配信で受講して，さらに講義では追加説明を行うものとした。

結　　　　　果

　毎回講義後の SNSへの書き込み平均文字数は７２文字であった。どの回の講義も半数の学生

が平均以上の書き込みをしていることが示された。日程別の平均書き込み文字数を図４に示し

た。７月２１日はまとめのため，書き込みをするように指示をしなかったため書き込みがほとん

ど行われていなかった。この日程以外は平均的に書き込みが行われていることが認められる。

　SNSの操作については「わかりやすい」とするのは５４％で，講義で SNSを利用することに

関して全体の４３％の学生が肯定的な回答を行っている（図５）。SNSを利用したうえで「他の

受講者の書き込みを見て，知識を深めることができた」は６２％の学生が回答している。
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図４　日程別 SNSの書き込み文字数

図５　SNSについて「操作はわかりやすかったですか」「利用はよかったですか」「利用
は学習の役に立つと思いますか」に対する回答一覧



　「SNSを利用どのようなメリットがありましたか」の回答については「他の受講者の書き込

みを見て，知識を深めることができた」は７４％の学生が回答している（図６）。また，「書き込

むことで講義の内容を整理することができた」は４０％であった。一方で，受講者の４６％が学内

SNSの操作方法は「わかりにくい」・「どちらとも言えない」と操作に関して否定的な回答を示

している。自由記入欄では「普段 SNSを使用しないため，どのように使用すればよいかわか

らなかった。」，「学内 SNSは少しわかりにくいデザインだったと思う。」などの意見があった。

「SNSの書き込みをメール転送していましたか」という質問では，２３％が「設定を知らなかっ

た」と回答しており，SNSの機能をあまり理解していない学生がいることが示された。

　最終試験の成績と書き込み文字数の相関は r＝０．４２６**（１％水準で有意）であった。

　グループ学習についてのアンケート結果を示した（図７）。「グループ学習は役に立った」は
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図６　SNSの利用について感想

図７　グループ学習のアンケート結果



８５．８％であった。さらに，「理解できた」は８２．９％が，「参加できた」は９７．１％が「やや思う」，

「そう思う」と回答した。この結果から，グループ学習は，自己評価では効果があったと思わ

れる。

　また部分的に反転講義も２回実施した。その部分についてのアンケート結果を図８に示した。

アンケートでは，「役に立つと思う」は「やや思う」，「そう思う」で４８．５％，「大学の追加説明

は理解できたか」では，「やや思う」，「そう思う」は６０％であった。さらに，「反転授業はわか

りやすかったか」については「やや思う」，「そう思う」が４５．７％であった。しかし，自由記述

の中に，「家で講義を事前に見てくるのは，苦しい」「インターネット接続が自宅にないので，

苦労した」などといった意見があった。大学構内でも PC教室で視聴できるように環境は整備

してあるが，全員が時間外にインターネット経由で視聴してくるという反転授業は，すぐに導

入することは難しいのではないかと思われた。大学での環境整備よりも，学生側の受講意識を，

大学で遠隔講義を受講したり，インターネットで講義を受講する方式の講義に慣れる必要があ

るのではないかと思われた。ネット配信による講義やビデオ受講に慣れていないことによる記

述ではないかと思われるが，今後さらなる分析が必要である。

考　　　　　察

SNSを利用することで，他の受講者の意見・感想を見ることができ，自分と違う意見を見つ

けることができると感じている学生が多く，SNSは知識共有をする場として適しているのでは
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図８　反転学習のアンケート結果



ないかと考えられる。また，書き込みを行うことで講義の内容を思い出すことができ，理解度

が上がるなどの感想も報告された。実際に，成績との相関もあり，積極的に利用して疑問点を

解決するなどの利用方法が有効であると考える。SNSを積極的に活用することで受講者の理解

度を高めることができ，結果的に講義に対するモチベーションを維持することができる利用が

可能な指導を行えれば，有効な学習ツールとなると考えられる。今回の課題では，単に質問や

振り返りなどを書き込む指示だったため，あまり積極的な利用とはならなかった可能性がある。

そのため，今後は何を書き込んでいくのかある程度指示する必要があると思われる。

　グループ学習については，あまり経験のない学習方法であったが，「有意義な内容であった」，

「他の人の意見も聞いてよく理解することができた」といった学習への高い意義感が認められ，

グループ学習への積極的な参加が認められた。しかし，１コマ分で発表原稿作成と発表を実施

したため，時間が足らず急いで発表する場面も認められたため，もっと時間をとって学習を進

めることが必要であると思われる。実際自由記述では，グループ発表の時間がもっと欲しかっ

たとする記述が多数認められた。今後グループ学習も有効に利用可能な課題の設定や時間設計

が必要であると思われる。
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